
ＥＭＣノイズ対策支援システムの開発 
 

宮野忠文、佐野誠、檜垣和生、吉野信行 
 

The Development of Support System for EMC Noise Suppression 
 

MIYANO Tadafumi, SANO Makoto, Higaki Kazuo and YOSHINO Nobuyuki 
 

The Support System for EMC Noise Suppression is constructed in order to attempt the reduction in the electromagnetic 
wave that emits from computer and electronic equipment. On the wiring pattern of clock signal that seems to be main cause of 

the noise, manufacture and electromagnetic wave noise measurement of the sample circuit were carried out, and the guideline 
of the pattern design considering noise reduction was obtained. 
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１ 緒言 

コンピュータや電子機器（デジタル機器）から発

生する電磁波は，他の同様な電子機器を誤動作させ

ることがある。デジタル機器の増加に伴い、電磁環

境の悪化が進んでおり、このような環境下でも機器

が正常に動作すること、また他の機器に影響を与え

ないこと、つまり機器の EMC(Electromagnetic 

Compatibility)を図っていくことが求められている。 
EMCとは、他の装置またはシステムに影響を及ぼ

すような電磁妨害を与えることなしに、その機能を

十分に発揮できる装置あるいはシステムの能力を意

味し、電磁環境両立性と訳されている。１） 
このEMCに関しては、様々な規格、規制が制定さ

れている。国際的には、CISPR(国際無線障害特別委

員会)で妨害波の許容値と測定法を制定している。ま
た各国においても、例えば、米国の FCC(Federal 

Communication Commission)のように、CISPRとは独
自に規格を制定し運用を行っている。さらに、欧州

では、欧州 EMC統一規格の施行を 1996年より行っ
ており２）、EMC規格への適合を証明するCEマーク

を付けないと販売することができない。３） 
日本国内では、コンピュータ機器、通信装置に関

しては、情報処理機器の業界団体である

VCCI(Voluntary Control Council for Interference by 

Information Technology Equipment：情報処理装置等電
波障害自主規制協議会)による自主規制が行われて

いる。また、コンピュータ機器、通信装置以外の高

周波利用機器、各種家電機器などは電気用品取締法、

無線機器については電波法でそれぞれ規制されてい

る。２） 
これらの規制をクリアするためには、電子機器か

ら発生する電磁波を低減する EMC ノイズ対策が必

要となるが、カットアンドトライで行われることが

多く、効率的なノイズ対策の手法が求められていた。 

本研究では、ノイズ対策の効率化を図るべく、ノ

イズ対策データベースを基本とする EMC ノイズ対

策支援システムの開発を行う。 
 

２ 実験方法 

 電子機器から発生する放射ノイズの主な原因と考

えられるクロック信号について、クロック信号発生

回路を作製し、パターン設計の違いによる放射ノイ

ズの変化を測定した。 

今回、実験で用いたクロック信号発生回路を図 1

に示す。なお、電源は電池としている。クロック周

波数を 10MHz とした場合のクロック信号波形を図 2

に示す。 

 

 

図１ クロック信号発生回路図 

 



縦軸：2V/div 横軸：20nsec/div 

図２ クロック信号波形 

 

放射ノイズとクロック周波数との関係、およびク

ロック信号のパターン（クロック信号線の長さ、グ

ランドパターンの形状）が放射ノイズへ与える影響

について測定を実施した。 

放射ノイズ測定は、図3に示す測定方法で行った。

電波半無響室で測定を行い、測定条件としては、ア

ンテナ高さを１ｍから４ｍまで変えて行い、測定距

離は３ｍとした。また、測定周波数は、30MHz から

1000MHz までとした。 
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図 3 測定方法 

 

(1) 放射ノイズとクロック周波数との関係 

クロック信号線長を 50mm とした写真 1(a)のサン

プル基板を作製し、クロック周波数を 5MHz、及び

10MHz とした場合の放射ノイズを測定した。 

使用した基板は片面基板で、材質はカラスエポキ

シ、厚さは1.6mm である。 

 

(2) 放射ノイズとクロック信号線長との関係 

クロック信号線の長さを 50mm,25mm,5mmとした写

真1(a),(b),(c)に示す基板を作製し、それぞれの基

板を用いて放射ノイズの測定を行った。このときの

クロック周波数は10MHz とした。 

50mm50mm

 

(a) 信号線長 50mm 

2 5mm2 5mm2 5mm

 

(b) 信号線長 25mm 

5mm5mm5mm

 

(c) 信号線長 5mm 
写真1 クロック信号発生回路基板 

 

 

(a) パターン① 

 

(b) パターン② 

 

(c) パターン③ 
写真２ ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝの形状を変えたｻﾝﾌﾟﾙ基板 



(3) 放射ノイズとグランドパターン形状との関係 

クロック信号発生回路のグランドパターンの形状

を写真 2のように変えた場合の放射ノイズを測定し

た。クロック周波数は(2)と同様に10MHzとした。 

 

３ 実験結果と考察 

(1) 放射ノイズとクロック周波数との関係 

測定結果の一部を図4に示す。なお、600MHz以上

のノイズについてはレベルが低いため省略した。ま

た、クロック周波数の違いによる放射ノイズの検討

を容易にするため、放射ノイズのピークを実線でプ

ロットしている。 

 
(a) クロック周波数 5MHz 

 

(b) クロック周波数 10MHz 

図 4 クロック信号発生回路からの 
放射ノイズ測定結果（水平偏波） 

 

図4より、クロック信号周波数である5MHz,あるい

は 10MHz の高調波が放射ノイズとなっているのがわ

かる。図 5にクロック周波数が5MHz,10MHzのときの

放射ノイズ（水平偏波、垂直偏波）のデータを比較

のために示す。 
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(a) 水平偏波 
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(b) 垂直偏波 

図5 クロック周波数を変えたときの放射ノイズ 

 
図 5から、クロック周波数が高くなるとノイズレ

ベルが大きくなることが分かる。また、クロック周

波数が10MHzのときは5MHzのときと比較して、放

射ノイズが高い周波数まで発生していることが分か

る。これは、クロック信号の高調波成分が電磁波ノ

イズとして高周波域まで放射されているためと考え

られる。 

 

(2) 放射ノイズとクロック信号線長との関係 

測定結果を図6に示す。なお、600MHz以上のノイ

ズについては、レベルが低いため省略している。 

図 6 より、パターンが長くなると放射ノイズが大

きくなることが分かる。これは、パターンが長くな

るとアンテナ効率が大きくなるためではないかと推

測される。 
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(a) 水平偏波 
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(b) 垂直偏波 
図6 クロック信号線長による放射ノイズの変化 
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(a) 水平偏波 
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(b) 垂直偏波 

図7 グランドパターンによる放射ノイズの変化 

 

 

(3) 放射ノイズとグランドパターン形状との関係 

測定結果を図 7に示す。なお、600MHz以上のノ

イズについてはレベルが低いため省略している。 
 図 7 より、パターン①のとき、放射ノイズが最も

大きくなっていることが分かる。これはパターン②、

③の場合と比較して、グランドパターンが小さく、

グランドが安定しないため、放射ノイズが大きくな

ると考えられる。 

 

４ 結言 

 ノイズ低減を考慮したパターン及び電子部品の配

置配線について検討するために、ノイズの主な原因

と考えられるクロック信号について、クロック信号

発生回路を作製し、放射ノイズを測定した。その結

果、以下の知見を得ることができ、これらをデータ

ベース化することによりノイズ対策の効率化を図っ

ていく予定である。 

(1) クロック周波数が高くなると放射ノイズが大き

くなるので、不必要にクロック周波数を上げな

い。 

(2) パターンの長さが放射ノイズに影響するので、

パターン長はできるだけ短くする。 

(3) グランドパターンを小さくすると放射ノイズが

大きくなるので、グランドパターンを大きくす

る。 
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